	
	第１編　第１章　地図と地理情報システム
２節　地図や地理情報システムの役割
④ 地図を使わない人は、ほとんどいない。
（教科書 p.16～17）
	


■Ｑ
地図にはどのような種類があるのだろうか。
●地図とは〔p.16～17〕

地図とは
…地形や建物、道路など、地表のさまざまな事象を縮小・〔　　　　　　　〕して
〔　　　　　　〕上に表現したもの
地図の役割
…二次元の広がりのなかで事象の分布と位置関係をひと目で理解することができる
→身の回りでは〔　　　　　　〕や〔　　　　　　〕を示すためのさまざまな地図がつくられ、利用されている
地図の分類
・〔　　　　　　　〕
＝地表の事象を縮尺に応じて網羅的に表現し、さまざまな用途に使われる地図
（例）	・〔　　　　　　　　　〕が作成している〔　　　　　　　〕や〔　　　　　　　〕
・地図帳にも多く掲載されている
・〔　　　　　　　〕
＝事象を取捨選択して特定の目的のために表現した地図
（例）住宅地図、道路地図、土地利用図、気候区分図、統計地図など
さまざまな地図
・駅にある周辺案内図（図５）
…〔　　　　　〕が上ではなく、見ている人が向いている方向を上にして示すものもある
・鉄道路線図（図１の下図）
…距離や方位などは簡略化され、駅の並びと路線の結び付きが特にわかりやすく示される
・〔　　　　　　　〕（図７）サンプル

…空から見た地図。観光地図に使われることが多い
●デジタル地図の普及〔p.17〕

〔　　　　　　　　　　〕の普及
現代では紙の地図だけではなく、〔　　　　　　　　　　〕も普及している（図６・図８）
紙の地図でできないこと
・範囲外の閲覧
・拡大や縮小
・内容の変更
〔　　　　　　　　　　〕の利点
・表示位置や領域などを自由に変更できる
・拡大・縮小ができる
・〔　　　　　　　　　　　〕を通じて随時データを更新し、最新の状態を保つことができる
携帯端末で使われる地図サービスについて
・〔　　　　　　　〕付近の情報を取得して画面に表示できる
・移動に伴い、表示範囲を変化させられる
・目的とする店舗を〔　　　　　　〕できる
・現在地から店舗までの最短経路が示される（図9）
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